
平成２７普及活動成果 
水稲に代わる高生産性品目の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動活動活動活動内容内容内容内容    

・先進地視察 １回   →アスパラガスについて情報収集のため先進地（広島）を視察。女性や高齢 

の農業者による生産が可能で、長期間安定した所得が見込めることを確認。 

・展示圃設置 １箇所 →ブロッコリーについて地域適応性について確認。 

・現地指導 １４回   →機械移植、生育状況や病害虫発生状況への対応、適期収穫について指導。 

・経営評価  １回  →ブロッコリーについて収益、費用及び労働時間を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   品種比較 
生育状況 機械移植の試験導入 

現状現状現状現状((((背景背景背景背景))))と課題と課題と課題と課題    

・水稲に代わる有望品種の選定 

 

 

・ブロッコリーは栽培について地域適応性があり収益性も高いことから有望品目として選定し、

品目はファイターを推進する。 

成果成果成果成果    

目標目標目標目標    

・有望品種の選定 

平成２７年度：１品目 

 

 

 水田では水稲主体の営農が大半を占めているが、米価の下落により生産意欲が減退し、水田の

遊休農地化が懸念されている。水田を活用し水稲に代わる生産性が高い品目を選定し提案するこ

とで、水田の遊休農地化の抑制に資する。 

要約要約要約要約    
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対象の変化対象の変化対象の変化対象の変化 

・機械移植機を導入する予定となった。 

・次年度以降は適期収穫につとめ、栽培面積を拡大する予定。 

 

対象者からのコメント対象者からのコメント対象者からのコメント対象者からのコメント 

・栽培管理のポイントや適期収穫の重要性が理解できた 

 

これからの活動ビジョンこれからの活動ビジョンこれからの活動ビジョンこれからの活動ビジョン 

・展示圃の結果、総合的に良好であったブロッコリーの品種ファイターを普及させる。 

・収穫期を分散し、継続的な出荷を図るために定植時期をずらして対応する。 

    

活動体制活動体制活動体制活動体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・JA ならけん（生産資材提供・一般的な管理指導）、民間機関（流通販売の相談・機械移植の試

験導入）、農業水産振興課（推進方針の企画立案）と、連携・役割分担することにより効率化

を図った。 

・現地で展示圃を設け地域適応性を確認することで有望な品目・品種を選定した。 

普及活動のポイント普及活動のポイント普及活動のポイント普及活動のポイント    

南部農林振興事務所農業普及課 担当：農産物ブランド推進係 森岡・櫻井・梨原 水稲に代わる高生産性作物導入推進事業 

○JA ならけん 

・有利販売推進 

・営農指導 

○農林振興事務所 

・技術指導 

・展示圃設置 

・補助事業指導 

○民間機関 

・省力機械の適正検討 

・販売流通の協力 

集落営農組織集落営農組織集落営農組織集落営農組織    

担い手農家担い手農家担い手農家担い手農家    

兼業農家兼業農家兼業農家兼業農家    

○農業水産振興課 

・推進方針の企画立案 

・補助事業の創設 

○農業研究開発センター 

・有利販売推進 

・営農指導 

情報提供 
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